
令和７年 介護テクノロジーメーカー連絡会議

介護テクロジーを活用した介護現場の生産性の向上について

小規模施設におけるＩＣＴ導入の取り組みとその効果

～ ＱＯＬ向上支援と働きやすい職場環境の構築 ～

2025年6月18日（水）13：40～14：00

一般社団法人ケア・クリエイト 代表理事

グループホーム野の花 管理者

土肥 琴美

法人の沿革

2

 平成27年12月 設立 
 未 来 の 幸 せ を 創 造 す る  企業理念 
 石川県白山市今平町111番地1（令和7年5月に移転） 所在地 
 18名 従業員数 
 ○教育・学習支援業    介護職員初任者研修事業    介護福祉士実務者研修事業 など   ○介護福祉事業    認知症対応型共同生活介護     グループホーム野の花 【令和３年９月24日〜】    地域密着型介護老人福祉施設     地域密着型特別養護老人ホーム野の花 【令和8年3月 開設予定】 

事業内容 

資料９
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グループホーム野の花について

3

利 用 定 員  

平 均 介 護 度  
事 業 所 の 方 針  

1 8 名 （ 9 名 × 2 ユ ニ ッ ト ）  
入 居 対 象 者  認 知 症 の 方 で 白 山 市 内 に お 住 い の  

要 支 援 ２ 〜 要 介 護 ５ の 方  
要 介 護 3  
「 そ の 人 ら し い 生 活 を 、 そ の 人 ら し く 送 り ま す。  
 あ た り ま え の 日 常 を 、 あ た り ま え に 送 り ま す。  
  
 普 通 の 暮 ら し が や っ ぱ り 幸 せ ⋯  
 そ ん な 毎 日 が こ こ に あ り ま す。 」  

ＧＨ野の花の課題

令和３（2021）年9月 開設 
 
 

 

4 

◎開設時の課題  ・過疎地域＝少子高齢化の進行、高齢者が多い地域 ・若者は金沢・野々市など都市部へ就労 ・無名な法人 

◎その時の現状  ・慢性的な人材不足（特に若手・夜勤） ・求人かけても人が来ないし、  来ても定着しない 

大きな
身体的・精神

的負担

先が見えな
い不安

モチベー
ション低下

◎施設の状況 ・マネジメントできない ・介護事故増加 ・職員育成ができない  ・ ・職員が定着しない    ・職員の残業の増加    ・ケアの質の低下     ・業務効率の悪化     管理者が 介護現場に どっぷり⋯ 
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働きやすい職場づくりのために

5 

雇用の安定

勤務形態の多様化

シニア職員の採用

外国人材の活用

介護助手の活用

安心して働ける職場づくり

風通しの良い職場

身体的・心理的負担軽減

従前の介護からの脱却

ノーリフティング

スキルアップできる環境

質の高い介護の提供

職員育成：OJT・off-JT

社内・社外研修

テクノロジー活用

● 自法人の強みを活かし、働きやすい職場づくりを！   強み：介護教育、ＯＪＴ指導、Web学習システム、テクノロジー機器に対する強い関心      職員の良さ（ＩＴの得意な事務兼介護職員、現状を理解し頑張ってくれている多くの職員）      中小企業・小規模施設だからスピード感・風通しの良さ 

業務改善活動の取り組み

6

介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライン
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導入背景と活用促進の取り組み

7

職員の研修受講状況 導入内容 職員の状況 
眠りスキャン４台/介護記録システムＳＣＯＰ/顔認証勤怠管理システム ＯＰＥＮからバタバタ⋯ 夜間の転倒事故が多発、センサーマットでは追い付かない！ Ｒ３. 9月 

眠りスキャン 全床 
日中と夜間のメリハリのある生活の提供、職員から全床導入を求める声→眠りスキャン導入→職員の精神的な負担軽減→職員のこころのゆとり→徐々にポジティブ思考→全体会議やＯＪＴを通して、徐々に事故防止より生活状況の把握へと視点が変換→主治医との連携時にもデータ活用 

Ｒ４. 6月 

トイレＤＩＡＲＹ 認知症・自尊心・プライバシー保護により排泄状況の把握が困難→イレウスなど不安、でも自尊心の保持、精神的なケア・自由など認知症ケアをしっかりしたい Ｒ５.11月 
デジタル・テクノロジー基本研修 移乗支援ロボットHug Ｒ5.9月に男性利用者が看取りで退院→「便所したい！」→“やった”→徐々に負担→利用者・職員双方の望むケアの実践のためにどうすれば・・・ Ｒ５.12月 

音声認識人形『けんちゃん』 『お話しできる人形がほしい』とご利用者様が言っている、なんとかしてあげれないかと職員より相談。 R６. 2月 
排泄センサー「Helppad２」 オムツ外し・破りが顕著なご利用者の受入れ打診→“ここで受け入れて安心して過ごしてほしい、でも不安“→職員の不安軽減のためにどうすれば・・・ Ｒ６. 3月 
LINE Works 情報共有が不十分という課題 ＋ 1月の能登半島地震により迅速な発災時の連絡手段が必要 →この両課題解決のために Ｒ６. 4月 

フォローアップセミナー （ＮＴＴデータ経営研究所） 徐々に職員が様々な機器を活用することで、より良いケアを実践につながっていることを実感し、誇りを感じる Ｒ６. 8月 
デジタル中核人材養成研修 個々の職員が利用者及び施設の課題解決に対して積極的に考えるように。 8月に退院後、ＡＤＬ・精神状態悪化の利用者のケアに行き詰まる 転倒リスクを気にし、訪室が頻回になることで、安眠の妨げになっているのではないか・・・居室の中での生活状況を把握し、適宜、適切なケアを行えないか・・・ 

Ｒ６.10月 
介護助手導入に向けた普及啓発＆実践セミナー（ＴＲＡＰＥ） Ｒ６.11月 

眠りスキャンeye 年々、徐々に利用者の状態が重度化。入浴日によっては時間内に終わらない日も発生し、休憩が少なくなる日が発生。安全・安楽な入浴支援のためにまた休憩時間の確保のためにどうすれば・・・ 
Ｒ６.12月 

ＫＩＮＵＡＭＩ Ｒ７. 3月 

介護テクノロジー機器の導入経過

8

導入内容 
眠りスキャン ４台 介護記録システムＳＣＯＰ 顔認証勤怠管理システム Ｒ3. 9月 1 
眠りスキャン 全床 Ｒ4.6月 2 
トイレＤＩＡＲＹ（旧ＮＥＣサニタリー利用記録システム）全室 Ｒ5.11月 3 
移乗支援ロボットHug １台 Ｒ5.12月 4 
排泄センサー「Helppad２」 １台 Ｒ6.3月 5 
LINE Works R6.4月 6 
眠りスキャンeye ２台 R6.12月 7 
ＫＩＮＵＡＭＩ 1台導入 R7.3月 8 
ＢＯＮＸ（インカム） Ｒ7.4月 ９ 
タイムスタディ ときＫＡＮＲＩ Ｒ7.5月 10 
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歩行練習→眠りスキャンeye導入の実行

9

入居時～入院前

10

ADL：自立 入眠：19〜21時 起床：4〜8時 中途：主に排泄の為    0〜4回離床 
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退院時

11

ADL：車いす使用    一部介助 

睡眠リズムがバラバラ ぐっすりと眠れずに 起き上がりがある日が 週の半分くらいある。  本人も夜間しっかり 眠れないことから 日中の眠気あり。 

強いＢＰＳＤが発生しているご利用者活動分析

12

176



情報共有・支援方法統一時

13

職員間で情報共有・ 日中のケア方法を統一  以前より夜間の睡眠 状況は良好に  ときどき朝方より 落ち着きない日が あるが、よく眠っ ている 

見守りカメラ導入後

14

入眠時は自身の納得いく ことをしてから入眠する ため少しまばらである。  夜間は以前よりも しっかりと眠れている。  納得して眠るため、 安心して良い睡眠が できているのではないか。 
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生活状況安定後のご様子

15

ときどき朝早くに起き られることがあるが、 入眠も比較的良好 夜間しっかり眠れてお り、時々、トイレに行 って再入眠している。   歩行器使用にて 移動自立。 

呼吸状態の異常検知による情報共有

16
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心拍の異常検知による情報共有

17

見守りセンサー・カメラの導入による効果
利用者  ・巡視による覚醒がない（少ない）   →熟眠できる→日中の活動活発化・昼夜のメリハリ  ・起き上がり検知後、即訪室による行動抑制がない   →自身の思いで活動することができる→モヤモヤの減少、納得して行動  職員  ・巡視回数の減少→身体的負担の軽減  ・居室内の状況が把握できる→心理的負担の軽減  ・睡眠状況の把握→日々のケアに活用  その他  ・ご家族様・医療機関との連携時にデータを可視化し共有 

18
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トイレＤＩＡＲＹ

19

排泄記録を自動作成 

トイレＤＩＡＲＹ導入による効果

20

便出た？
おしっこだけ？？

恥ずかしい
放っといて

ホントはもう少し
ゆっくりしたい

待っとられるの
嫌だよなぁ…

でも…
転ばれると…

自尊心・羞恥心・マイペース 
尊厳の保持・自立支援 個別ケア・安全の確保 健康管理 

排泄のこと聞きづらい…
嫌だよなぁ…でも…

認知症があるけど
どうなのかな…

おしっこだけ。

排泄のことなんか
言いたくない…
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移乗支援機器導入による効果

21

 
２名介助が１名介助に 
 
・職員の身体的負担軽減 
 →軽い気持ちで立位困難者をトイレ誘導 
 →あの利用者さんもトイレ行けるんじゃ⋯ 
 →トイレで排泄できた！ 
 →介護のやりがいを実感 
 
・利用者の安心・「申し訳ない」気持ちの軽減 

22
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機器選定・導入時の野の花ルール

23

不安・不満 混乱・困惑 悩み  

①利用者の生活状況の把握  →利用者の行動等に対する   理解促進  →安心・安全・安楽な適切   なケアの提供  →利用者のQOL向上 ②職員の身体的・精神的負担  の軽減  →モチベーションアップ ③職員の育成  →観察力向上、気づき増加    →考察力の向上    →倫理観の向上  介護の生産性向上 適切なタイミングで、適切な機器導入 →積極的な取り組み 

導入の条件

24

 ・利用者・職員双方にとってメリット  ・利用者家族にも説明、時には巻き込む  ・ちゃんと活用する  ・導入は計画的に⋯  ・導入目的・使用方法を説明・共有  ・困った時の相談  ・使用結果を効果検証・評価 
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機器導入による効果

25

利用者 
過度な干渉のない 

見守り 
安全・安心かつ 

自由な暮らし 
自尊心の向上 
ＱＯＬの向上 

職員 
身体的・心理的 

負担軽減 
データ活用により根
拠に基づき考え実践 

介護のやりがいや 
誇りを実感 

事業所 
良い人材の採用 

定着率向上 
離職率の低下 

安定した事業運営 
計画の実践 

職員の年代構成

26

20代
0%

30代
14%

40代
36%50代

21%

60代
29%

Ｒ４.４月

20代
20%

30代
26%40代

27%

50代
7%

60代
20%

Ｒ６.５月

20歳代
17%

30歳代
22%

40歳代
22%

50歳代
22%

60歳代
17%

Ｒ７．６月
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あたりまえの暮らしの継続

27

28

ご清聴ありがとうございました。 エイト君®

お互いに情報交換し、 共に楽しみながら 介護業界の課題解決に向け、 取り組んでいただけるとうれしいです！ 
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